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　近年、気候変動の影響等もあり熱中症による救急搬送人員数や死亡者数が増加し

ており、社会全体で大きな課題になっています。特に、2018年は「災害級の暑さ」とも

呼ばれる気候になったため日本全体における熱中症による救急搬送人員数が95,137

人と過去最多、死亡者数も1,581人と過去２番目の多さとなりました。

　熱中症は、正しい知識を身につけることでその発生や重症化を防ぐことができる病

気です。ひとりひとりが自分で気をつけるだけでなく、地域・社会が一体となって対策

に取り組むことが重要です。特に、本年に開催予定である、東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会を始めとした、多くの人が集まる夏季のイベント等における熱中症

対策の重要性が非常に高まっています。

　政府では、関係省庁が連携して様々な分野で対策を行っており、環境省はその中で

広く一般の方を対象とした普及啓発活動に取り組んでいます。

　環境省の取り組みの一環として作成した本ガイドラインでは、イベントを主催する立

場にある方や施設を管理する方に向けて、夏季のイベントで熱中症患者が発生しやす

い条件、参考事例、イベントを安全に実施するための対策等についてまとめています。

　暑い環境において開催される以上、夏季のイベント等における熱中症発生リスクは

常に存在しますが、環境や運営を改善することで、少しでも被害を小さく出来るよう、

本ガイドラインが広く活用されることを願っています。

　本ガイドラインの策定にあたりご協力をいただいた検討委員の皆様をはじめ、関係

者の皆様に厚く御礼申し上げます。
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熱中症の予防法
水分を
こまめにとる

こまめに休憩

日陰を利用
日傘・帽子

涼しい服装
暑いときには
無理をしない

もし、あなたのまわりの人が具合が悪くなってしまったら……。
落ち着いて、状況を確かめて対処しましょう。最初の措置が肝心です。緊急時の応急処置

一次救命処置の手順
（51頁）を参照

いいえ

はい

傷病者の発生

チェック1
熱中症を疑う症状がありますか？
（めまい・失神・筋肉痛・筋肉の硬直・大量の発汗
・頭痛・不快感・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感・意
識障害・けいれん・手足の運動障害・高体温）

救急車が到着するまでの間
に応急処置を始めましょう。
意識がないのに無理に水を
飲ませてはいけません

氷のう等があれば、首、脇の
下、太腿のつけ根を集中的に冷
やしましょう

大量に汗をかいている
場合は、塩分の入った
スポーツドリンクや経
口補水液、食塩水がよ
いでしょう

本人が倒れたときの状況を知ってい
る人が付き添って、発症時の状態を伝
えましょう

チェック2 呼びかけに
応えますか？

涼しい場所へ避難し、
服をゆるめ体を冷やす

涼しい場所へ避難し、
服をゆるめ体を冷やす

そのまま安静にして
十分に休息をとり、
回復したら帰宅しましょう

救急車を呼ぶ

水分・塩分を補給する

医療機関へ

チェック3 水分を自力で
摂取できますか？

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

症状がよくなり
ましたか？

チェック4

いいえ

「熱中症の疑いがある患者について医療機関が知りたいこと」（43頁）も確認してください。

イベント会場における暑熱環境の緩和

夏季のイベントにおける熱中症対策

・のどが渇いたのに売店がない
・自動販売機が売り切れ

・トイレはどこか聞きたいのに
　スタッフがいない
・誰がスタッフかわからない

整理券や指定席の活用
待機列を日陰に誘導
ゲートを増やす
暑さ対策を呼びかける

給水所、自販機、売店
をわかりやすく
欠品防止

わかりやすい服装
声をかけやすい雰囲気
放送で案内

給水施設 (自販機等）
の効果的な配置

性急な退去を
要請しない

ゲートの数を増やす
（参加者の滞留防止）

通路

入退場ゲート

最
寄
駅

イベント施設

適宜、放送・掲示で
観客に啓発

イベント中でも
休憩できる空間の
準備

待機列は日陰（樹林帯や
日よけの下等）に作る

人の滞留
炎天下の待機 風通しの悪い広場

注意が必要な箇所

救護所を設ける

・入場待ちの長蛇の列
・列が日なた　

熱中症  対策と緊急時の要点
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（１） 我が国の暑熱環境について
１章　夏季の暑熱環境と熱中症発生リスク

　熱中症は、高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩れたり、体内の体温調節機

能が破綻するなどして、発症する障害の総称です。この章では、熱中症の背景となる日本の夏の暑さが最近ますま

す厳しくなってきていること、その状況下で熱中症の患者数の変化や、その厳しい暑さをどのような指標で表現す

るのが適切とされているかについてまとめます。

（１） 我が国の暑熱環境について
(ア) 年々厳しくなる暑熱環境

　日本の夏は暖かく湿った空気を持つ太平洋高気圧に支配されており、気温が高いだけではなく、湿度が高く蒸し

暑いのが特徴です。熱中症は気温だけではなく、湿度も大きく影響することから、蒸し暑い日本では、夏季の気温

上昇が進むとともに、熱中症患者の急激な増加が、近年大きな問題となっています。

　日本の夏季（6月から8月）の平均気温は、100年で約1.5℃上昇していますが、特に都心部ではヒートアイランド

の影響等により上昇度が大きく、東京は、同じ期間で約3℃上昇しています(図1-1）。

　特に、近年は盛夏期の暑さが一層厳しくなっています。厳しい暑さを示す指標としてよくもちいられる「熱帯夜」

（夜間の最低気温が25℃以上の日)、「真夏日」（日最高気温が30℃以上の日）、「猛暑日」（日最高気温が35℃以上

の日）の日数が年々増加する傾向にあり、今後もさらに増加すると考えられています。図1-2に東京の日数の変化

１章　夏季の暑熱環境と熱中症発生リスク

図1-1 世界、日本、東京の夏（6月～8月）の平均気温偏差（1900年からの偏差）
（気象庁資料から作成、5年移動平均）
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（１） 我が国の暑熱環境について
１章　夏季の暑熱環境と熱中症発生リスク

を示しますが、年々の変動はあるものの、いずれの日数も増加しています。

（イ） 欧米に比べて蒸し暑い夏

　日本の夏は、気温も湿度も高く蒸し暑いことが特徴です。夏季に来訪する外国からの旅行者にとっては、厳しい

暑熱環境になっていると予想されます。図1-3は外国からの旅行者等が、日本の夏の気温・湿度の高さについてど

う感じたかを、成田国際空港・東京国際空港の出発カウンターの帰国者および留学生等に聞き取り調査した結果

です（2016年及び2019年実施）。 気温、湿度を「快適」から「極めて暑い（極めて湿潤）」までの5段階に分け、日本

と自国（居住地）のそれぞれについて選択してもらい、その差を地域別にまとめました。特に欧州からの旅行客は

日本の夏が厳しいと感じており、 米国や中近東の方々も暑さはそれほどでなくても、湿度が高いと感じています。

夏季イベントへの参加に当たっては、①日本の夏が暑いこと、②来日してすぐは無理をしないこと、③なるべく暑さ

を避けること、④こまめに水分を 補給することを、訴求する必要があります。

3

図1-2  東京の熱帯夜、真夏日、猛暑日の年間日数
(気象庁資料から作成)
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4

北欧（ストックホルム、16.8℃）英国・アイルランド
（ロンドン、18.6℃）

東欧・ロシア
（モスクワ、
18.6℃）

南欧
（マドリッド、
25.3℃）

西欧
( パリ、
19.1℃)

中近東
（ドーハ、
34.9℃）

図1-3 日本と居住地の暑さの差の地域別比較
日本と居住地の気温・湿度の高さについて、主観的に5段階評価で回答してもらい、その階級の差について地域別平均値を求めた。この数
値がプラスの場合、日本の方が暑い（または湿度が高い）と感じていることを示す。
各地域名の横の括弧内は、各地域内の表記都市における7月と8月の気温（出典:理科年表）の平均値。
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暑さの印象を日本と居住地について、
下記数字で調査。
日本と居住地の差を地域ごとに平均、
湿度も同様

1
快適
乾燥

2
やや暑い
やや湿潤

3
暑い
湿潤

4
とても暑い
とても湿潤

5
極めて暑い
極めて湿潤

カナダ（モントリオール、20.4℃）

米国
（ワシントンDC、26.2℃）

中南米
（メキシコシティー、17.1℃）

東アジア
（ソウル、
25.3℃）

東南アジア
（ジャカルタ、28.2℃）

オセアニア
（クライストチャーチ、

6.5℃）

東京（25.7℃）
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